
網走湖の水環境を改善するため、網走湖に逆流する塩水を制御する
網走川大曲堰の冬期運用を継続します。

治 水 事 業

都市水環境整備事業

　管内の治水事業は、一級河川網走川水系（直轄管理延長 65.7km）・常呂川水系（直轄管理延長 99.8km）・湧別川水系（直轄管理延長 31.5km）・渚滑川水系（直轄管理
延長 24.5km）の河川改修及び維持修繕、鹿ノ子ダムの管理です。
  平成 29年度は、第 8期北海道総合開発計画に掲げられた「世界の北海道」を実現するため、強靭な国土づくりへの貢献と安全・安心な社会基盤の形成に資するための
インフラ整備・老朽化対策の促進を図るほか、平成 28年 8月に北海道に来襲した一連の台風により大きな被害を受けたことを踏まえ、関係機関が連携してハード・ソ
フト対策一体の取組を緊急的に実施すべくとりまとめた「北海道緊急治水対策プロジェクト」の推進及び、平成 27年度から推進している「水防災意識社会再構築ビジョ
ン」に基づく治水対策の推進を図ります。

近年頻発する洪水被害を防止軽減するため､河道の掘削を実施し、治
水安全度の向上を図ります。

老朽化や塩害により機能低下している特殊堤コンクリート矢板の補
修を実施します。

近年頻発する洪水被害を軽減するため、堤防の天端保護を実施し、堤防
決壊までの時間を少しでも引き延ばすよう堤防構造を工夫します。

近年頻発する洪水被害を防止軽減するため､河道の掘削を実施し、治水
安全度の向上を図ります。

近年頻発する洪水被害を防止軽減するため､河道の掘削を実施し、治
水安全度の向上を図ります。

管理用制御処理設備の改修及び施設の点検整備、観測・操作、流木
処理などの維持管理を実施します。

　安全・安心な河川の機能維持のため、堤防除草や河川巡視・点検を
行うとともに、既存施設が機能発揮するよう、必要な河川構造物の補
修、設備の更新を行うなど、地域との連携及びコスト縮減に努めつ
つ、的確な河川の維持管理を実施します。

●  網走川

●  網走川

●　常呂川

●　湧別川

●　渚滑川

　河川構造物の機能が、その前後の施設に比べて劣る場合に、応急的
に改良工事を実施します。

●　鹿ノ子ダム

平成29年度　　治水事業の概要

　自然と共生する住みやすい地域社会の形成をめざし、富栄養化の進行に伴う青潮やアオコの発生等によって本来の水環境が損なわれている網走湖において、「網走川水
系網走川水環境改善緊急行動計画」（通称：清流ルネッサンスⅡ　平成１６年６月）に基づき関係機関及び団体と連携して、水環境を改善するための各種対策を実施します。ま
た、網走地区では「網走かわまちづくり計画」を策定し、網走市によるまちづくりと連携して、管理用道路（散策路）や取付道路等を整備することにより、網走川沿いの水辺の賑
わいを創出し、地域の活性化を図ります。

●　網走川

平成29年度　　都市水環境整備事業の概要

●　網走川

◆　総合水系環境整備

◆　河川維持修繕

◆　河川改修

河川災害復旧事業により漏水対策を実施します。

●　常呂川
河川災害復旧事業により堤防復旧、河岸復旧、漏水対策を実施するととも
に、河川災害関連事業・河川災害復旧等関連緊急事業により再度災害防止を
目的とした河道掘削を実施します。
●　湧別川
河川災害復旧事業により河岸復旧を実施します。

4水系において、住民の避難を促すソフト対策を関係機関と連携して実施しま
す。

◆　河川工作物関連応急対策

◆　堰堤維持

●　網走地区
整備箇所の調査設計等を行うほか、引き続き地域のかわまちづくり検
討会と協働し、網走市の観光振興及び活性化に向けた取組を推進しま
す。

◆　河川災害復旧

　平成28年8月台風により被害を受けた網走川・常呂川・湧別川・渚
滑川において、「北海道緊急治水対策プロジェクト」を推進します。

天端保護の状況常呂川の河道掘削

網走川大曲堰（鋼製起伏ゲート起立中） 管理用道路（散策路）の整備（イメージ）

地区別等 事業の概要
河川整備事業 河川改修 網走川 河道掘削、天端保護等

常呂川 河道掘削等
湧別川 天端保護等
渚滑川 河道掘削、天端保護等

河川維持修繕

網走川 特殊堤コンクリート矢板補修等

堰堤維持 鹿ノ子ダム

災害復旧 網走川 漏水対策等
常呂川

湧別川 河岸復旧等

事　　　業　　　別

網走川、常呂川、
湧別川、渚滑川

堤防管理、塵芥処理、水閘門等
維持管理等

堤防復旧、河岸復旧、漏水対策、
河道掘削等

河川工作物関連
応急対策

管理用制御処理設備改修、管理
設備の維持管理、観測・操作、
流木処理等

事業区分等 地区別等 事業の概要
総合水系環境整備事業 網走川（網走湖） 網走川大曲堰の運用

網走地区 調査設計等


